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桑原志織さん応援レポート

フレッシュ名曲コンサート
ベートーヴェン「田園」
2016年11月19日（土）
きゅりあん大ホール

クラシカルかつ正統派プログラムでの演奏会

フレッシュ名曲コンサートは、公益財団法
人東京都歴史文化財団（東京文化会館）
が、都内の区市町村及び区市町村の指
定する団体との共催により実施するコン
サート。地域で身近にクラシック音楽等の
名曲に親しむ機会を提供し、併せて東京
音楽コンクール入賞者をはじめとする新
進演奏家の発掘・育成を図ることを目的
として開催されている。
なお江副記念財団は2016年度の助成事
業として「東京音楽コンクール」を支援し
ている。

フレッシュ名曲コンサート。著名指揮者、一流
オーケストラとのコンツェルト（協奏曲）の演奏な
ど、若手演奏家に貴重な演奏機会を提供するシ
リーズである。本日は大井剛史氏の指揮、東京
フィルハーモニー交響楽団との共演。
桑原さんはソリストとして、リストのピアノ協奏曲
第１番を弾く。

管弦楽の東京フィルハーモニー交響楽団は、
1911年創立。日本のオーケストラでは最も長い
歴史を誇り、高水準の演奏活動で名高いオーケ
ストラである。 今年９月の財団45周年記念コ ン
サートにもご出演いただき、アンドレア・バッティ
ストーニ氏の指揮のもと、素晴らしい管弦楽を聴
かせてくれたのも記憶に新しい。

会場の「きゅりあん」は、東京・品川区の総合区
民会館。一般公募により選ばれた愛称「きゅりあ
ん」は、ラテン語の「集会所」を意味する「キュリア
(curia)」が語源の造語。 『人が集まり、ふれあう
ように』との願いを込めてつけられたそうだ。

８階に位置する大ホールは、様々な催物を可能
とする多目的ホール。ワンスロープ型の客席は
1,074席あり、広くゆったりとした空間が確保され
ている。
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プログラムはコントラバス・白井菜々子さんの
ヴァンハル「コントラバス協奏曲 」でスタート。
18世紀に活躍したウィーン古典派の作曲家
の作品。コントラバス独特の音色が重々しい
雰囲気を醸し出す。

続いて桑原さん登場。淡い色に金糸のドレス
もクラシカル。ゆったりとピアノに向かい、リス
ト「ピアノ協奏曲第１番」の演奏が始まる。
「・・・リストがこの曲に着手したのは19歳の時、
おそらくフランスの社交界で大変に人気を博
していた頃と思われます。その後、長きに渡
り手直しを繰り返して完成させた作品です。
ファンタジーに溢れ、華やかに盛り上がる名
曲ですが、テーマのモチーフには、あまり変
化がありません。真面目に弾いてしまうと全く
魅力のない曲になってしまうので、練習の際
は、いかにキャラクターを表現するか、直前
まで苦労していました」と話してくれていたが、
優美な雰囲気を漂わせながら、堂々の演奏。
随所に登場するピアノの大小多彩なカデン
ツァ（オーケストラの伴奏を伴わないピアノソ
ロ部分）も、やわらかく美しく。オーケストラと
も落ち着いて奏で合い、見事な演奏を聴か
せてくれた。

優美にかつ堂々とオーケストラと奏で合う

写真ご提供：品川文化振興事業団

大きな拍手に応えてのアンコールは、
ショパンのエチュード「エオリアンハープ」。
しっとりと軽やかな音色。本プログラムとは
また異なる演奏で魅せてくれた。
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自分にできることは、いい演奏を用意しておくこと

＜演奏会概要＞
◆出演
指揮：大井剛史
コントラバス：白井菜々子＊＊
ピアノ：桑原志織＊
管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団

◆プログラム
ヴァンハル：コントラバス協奏曲ニ長調＊＊
リスト：ピアノ協奏曲第1番変ホ長調 S.124/R.455＊
ベートーヴェン：交響曲第6番ヘ長調 op.68「田園」

◆ソリスト・アンコール＊
ショパン：エチュード第13番変イ長調Op.25-1 
「エオリアンハープ」

終演の後日、桑原さんに話を聞いた。実は
この演奏会の翌日も、同じリストのコンツェ
ルトが予定されていた桑原さん。同じ曲で
はあるものの、異なるマエストロ、異なる
オーケストラとの組み合わせ。話は自ずと
リハーサルも含めた怒涛のスケジュールに。

－心構えも大変だったのでは；
「・・・たしかに同じ曲を二日間、異なるマエ
ストロ、異なるオーケストラでというのは、な
かなかないことです。でも、心持ちとしては、
特に違いはありませんでした。その日に向
けて、その曲を練習する。いつもどおりでし
た。マエストロが違う、オケが違うといって
も、合わせてみるまで自分ではどうにもな
らないので。自分はいい演奏を用意してお
いて、あとはリハーサルでなんとかするし
かないなと。」

ハードな設定にも気負うことなく平常心で向
かう桑原さん、『ピアノの道を志す前から、
わりと緊張に負けないタイプ』との言葉に納
得だった。

桑原さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

写真ご提供：品川文化振興事業団

－演奏を終えてみて；
「・・・古典の形式にのっとったコントラバス
協奏曲、ラストは「田園」という構成。私が
弾いたリストも、リストとはいえロマン派の
若い頃の作品でしたので、いわばクラシッ
クの正統派のプログラム。指揮の大井先生
もお人柄が穏やかで包み込んでくださるタ
イプの方。作品の持つ『品』を大切にされて
いらっしゃると感じましたし、私のコンツェル
トもそういうタイプの演奏になったように思
います」
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【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・プログラム】
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【コンサート・プログラム】


